
平成25年度農地活用報ゼミナール用催案内

主催：（一財）都市農地活用支援センター

●研修のねらい

経済社会構造が大きく変化する中で、都市農地の活用・保全に係わる先進的な取り組み事例の紹介と

税務に関する講義を通じて・今後の都市農地の役臥あり方について理解を深めるとともに、まちづく

りの実践的な知識1ノウハウを幅広く身につけることをねらいとしています。

●講師及びプログラム

9：30一一 ��受付開始・開場 

10：00～10：15 ��開会挨拶・業務紹介 
（一財）都市農地活用支援センター 

第 部 �10：15～10：45 �「農」を楽しめるまちづくりプロジェクトについて 

（平成26年度／農水省・国交省連携事業） 

農林水産省都市農業室課長補佐　　高　塚　泰誠　氏 

‾10：45・－12：15 �講義① 
「調布市等における農の風景育成地区の取組みJ 

講師　大　橋　南海子　氏 

12：15～13：30 ��（昼食） 

夢 �13：30～15：00 �講義② 「平成26年度都市農地関連の税制改正について」 

面 ��講師　柴　原　一　氏 

15：α） ��アンケートのお願い■閉会 

恕



●参加対象者　地方公共団体及びJA職員並びに民間企業などの農地活用・保全に携わる

方、都市農地活用・保全アド′くイザー

●募集人見　　100名

●受講料　　　6，000円／人（第1部は農水省交付金により実施）

●申込方法　　別紙【平成25年度「農地活用実践ゼミナール」参加申込霊】に所定事

項を記入の上、当センタ一一へFAX又は郵送にてお申し込みください。

●受付締切り　　平成26年1月24日（金）

［お問合せ先】　（－財）都市農地活用支援センター　事務局　橋本千代司、小浦卓育

TEL O3－5823－4830

FAX O3－5823－4831

e¶凪if koura飢0＄inouti．0r，jp

●主な講義内容（予定）

「農」を楽しめるまちづくりプロジェクトについて 

・r農」を楽しめるまちづくりプロジェクトの政策上の位置づけ 

・「農」を楽しめるまちづくりの推進及び計画策定 

・「農」のある暮らしづくり交付金の概要 

tその他 

講　師　高塚　泰誠　氏 

講義①「調布市等における農の風景育成地区の取組み」 

都市農地の活用1保全に係わる先進的な取り組み事例として、調布深大寺・佐須 

地域や世田谷喜多見地区等をとりあげ、「農の風景育成地区」の位置づけや概要、 

具体的な地区の保全t活用方針や構想・計画、実現に向けた各種諸制度の活用等 

について検討結果を報告するとともに、残された共通の課題等について解決の方 

向を一緒に考えたいと思います。 

講　師　大橋　南海子氏 

講義②丁平成26年度都市農地関連の税制改正について」 
・相続財産に係る譲渡所得の課税特例の見直し 

・簡易課税制度のみなし仕入れ率の見直し 

・　　　　　予適用生産緑地の収用関係（利子税免除、代替地要件緩和） 

・相続税の基礎控除、税率など昨年決定された改正点 

講　師　柴原　一　氏 
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●　講師のプロフィール

高塚　泰誠（たかつか　たいせしっ氏
・農林水産省農村振興局農村政策部都市農村交流課都市農業童課長補佐（都市農業第2班）

大橋　南海子（おおはし　なみこ）氏
・株式会社まちづくり工房　代表取締役

・工学博士、技術士（建染部門・都市及び地方計画し一級建築士・土地区画整理士・

東京都・神奈川県等のまちづくり専門家、都市農地活用t保全アドバイザーなど。

・都市農地の保全・利活用・管理に関す研究をライフワークとされ・21世紀の持続・循環可能な都

市農地の形成にかかる諸提案を情報誌等で発信されている。目下・主に東京都・神奈川県・埼玉

県地域を研究フィールドとして、農地の多面的機能の再認識の啓発・普及と実践手法の指導・助

言を通して農家と都市市民の相互交流ネットワーク化の構築に活踵されている。

柴原　－（しぼはらはじめ）氏
・柴原一税理士事務所　所長

・税理士、行政書士、CFP①、一級FP技能士、宅地建物取引主任者・賃貸不動産経営管理士。

・日本税務会計学会副学会長、東京税理士会会員相談室相談委員、千葉商科大学大学院会計ファイ

ナンス研究科客員教授、東京税理士会会員講師・近代FP協会顧問、株式会社かんぼ生命保険税

務コンサルタント、JA全中・JAまちづくり情報センタ」雨間などo

・資産家■農家の財産管理、相続税対策、優良企業の税務及び事業承継対策・生命保険・損害保

険のリフォームアドバイス、共同ビル事業傾づくり事業等の権利調整等のコンサルティングに

従事している。

恕



●会場案内

中央大学　駿河台記念館　670号室

（所在地）東京都千代田区神田駿河台3－11－5

（T E L）03－3292－3111

（交　通）

JR中央線・総武線

地下鉄　丸の内線

地下鉄　千代田線

都営地下鉄新宿線

御茶ノ水駅下車　徒歩3分

御茶ノ水駅下手　徒歩6分

新御茶ノ水駅下車（Bl出口）徒歩3分
小川町釈下車（B5出口）徒歩5分
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平成25年度「農地活用実践ゼミナール」参加申込書

平成　年　月　　日

一朗法人部市農地活用支援センター

理事長　角地　徳久　宛

積肥ゼミナ「ルについて、次のとおり参加を申し込みます。

団体名 � 

所在地 � T 

参加者 �所属部署・役職 ��氏　　名 �支払方法 �請求嘉の有無 

銀行振込 �要・不要 

2 � �� �銀行振込 �要・不要 

3 � �� �銀行振込 �要　■　不要 

担当者 �氏　名 � TEL �twl 

E－Hail � 

その他㈱ �� 

1請求義の有無の積は、該当するものを0で囲んで下さい。請求t帥1必要な場合は受付後、郵送します。

2支払方法は、銀行振込でお簾いします。当日の現金払いは取り扱いません。

なお、恐れ入りますが、振り込み手数料等は申込者様にてご鯉くださるようお願いします。

3受講票l横行しません。当日、参加申込嘉のコピーを受付にご持参下さい。（なくても受講できます。）

4－度入金された受講料は払い戻しいたしません。

【送付先】（一財）都市農地活用支援センター　農地実践ゼミ事務局（印X又l揃送でお願いします。）

円状03一男23－4831　　TELO3－5823－4830

〒101－0032東京都千代田区岩本町三丁目9番13号　岩本町寿共同ビル4階

［銀行振込の場合の振込先】三菱東京UFJ銀行四谷支店（普通口座）0504104

●（名義刃脳舶妄二崩諸睾施嶺炭




